
 

 

健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

 

１ 請願の審査 

 （１）請願第１６号 川崎市におけるアピアランスケアに関する助成制度の

早期検討開始を求める請願 

 

資料１ アピアランスケアに関する助成の検討について 

資料２ 政令市ウィッグ等助成実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年５月２４日 

健康福祉局 

-1-



(２）神奈川県がん対策推進計画におけるアピアランスケアへの対応

(１）国の第４期がん対策推進基本計画におけるアピアランスケアへの対応

がん対策の分野別目標の一つである「がんとの共生」において、治療を継続しながら
社会生活を送るがん患者が増加する中で、がんの治療と学業や仕事との両立を可能とし、
治療後も同様の生活を維持する上で、治療に伴う外見変化に対する医療現場におけるサ
ポートの重要性が認識されています。
これを踏まえ、第４期がん対策推進基本計画では「アピアランスケア」を新たに独立

した項目として記載し、拠点病院等を中心としたアピアランスケアに係る相談支援・情
報提供体制構築などを推進していくことが掲げられています。

２ 国、県の動向について

アピアランスケアに関する助成の検討について

（３）夏目雅子ひまわり基金

急性骨髄性白血病により亡くなった夏目雅子氏の遺産に設立された団体で、抗がん剤
など薬の副作用やアレルギー、事故などにより脱毛された方を対象にウィッグの無償貸
与を行っています。

３.他都市等における医療用ウイッグ等の費用助成状況について
（１）政令市における費用助成制度実施状況

政令市における医療用ウイッグ等の費用助成については、令和５年度末時点で全政令
市２０市中１３市で導入されており、令和６年中にも新たに３市で導入が予定されてい
ます。
なお、県内の政令市（横浜市、相模原市）では、助成制度が既に導入されており、助

成金額は、横浜市では１人当たり最大10,000円、相模原市では、最大30,000円となって
います。

（２）県内自治体における費用助成制度実施状況

県内の自治体における医療用ウイッグ等の費用助成については、各市町村のホーム
ページを調べたところ、１０自治体（政令市を含む）で導入されています。助成金額は、
自治体により異なり、一人当たり最大10,000円から50,000円までとなっています。

５.助成制度検討上の課題

例えば、医療用ウイッグについて、がんの治療を受けている方だけでなく、その他の
疾患についても必要としている方がいる可能性があることから、制度の内容について、
議論が必要となります。

（１）費用助成の対象者及び対象とする疾病の範囲

（２）金額・対象品目

アピアランスケアにおいては、ウイッグや補正下着等の様々な品目がある中で、助成
の対象品の選定及び助成金額の検討が必要となります。

４．本市のこれまでのがんへの取組

（２）本市のがんに関する相談支援・情報提供体制

本市では、がんの治療や療養生活、就労に関する相談など、がんに関わる相談窓口と
して、市内５か所に「がん相談支援センター」が設置されています。がん相談支援セン
ターの利用は、当該病院に通院していない方や匿名での相談も可能で、看護師や医療
ソーシャルワーカーが対応しており、アピアランスケアに関する相談も受け付けていま
す。

（１）かわさき保健医療プランにおける位置づけ

かわさき保健医療プランでは、がんへの対応として①がんの予防・早期発見、②がん
の医療、③がんとの共生の３つの分野に分けて取組を掲げています。
特に、がんとの共生においては、がん相談支援センターの周知や関係機関との連携等

が課題となっており、今後の取組としては、がん相談支援センターの広報、関係機関や
関係団体等との連携強化、社会保険労務士によるがん患者の就労支援の充実、がん患者
の就労支援に向けた情報発信などを行っていきます。

アピアランスとは外見または見た目のことを指す言葉で、アピアランスケアとは、国
で策定された第４期がん対策推進基本計画によると、「医学的・整容的・心理社会的支
援を用いて、外見の変化を補完し、外見の変化に起因するがん患者の苦痛を軽減するケ
ア」のことをいいます。

１．アピアランスケアについて

（３）他都市の状況把握について

政令市等のアピアランスケア助成制度の状況を把握するとともに、国や県の動向を
把握し、今後の方向性を検討してまいります。

６.今後の方向性
今後の検討に向けては、次の内容について、調査等を実施してまいります。

（１）がん患者の実態把握について

がん患者以外でアピアランスケアが必要な方の実態やニーズ等を把握するため、市
内の医療機関を通じて、実態把握を行っていきます。

がん患者に対するアピアランケアの実態やニーズ等を把握するため、市内がん相談
支援センターを通じて、実態把握を行っていきます。

（２）がん患者以外の実態把握について

アピアランスに関する相談支援、情報提供、アピアランスケアに関する施設間の情報
共有・連携、アピアランスケアを理解し実践できる医療従事者を増すことを課題とし、
医療従事者向けの研修会等の実施、病院のアピアランスケアの取組状況の一覧化、患者
やその家族に対するアピアランスケアの周知を行っていくこととしています。

【資料１】
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【資料２】

実施
状況

助成額
（最大）

実施
状況

助成額
（最大）

備考

1 札幌市
令和６年度中

開始予定
－ － － － －

2 仙台市 平成30年４月 〇 20,000円 － － －

3 さいたま市
令和６年度中

開始予定
－ － － － －

20,000円 補正下着・補正パッド

50,000円 エピテーゼ(人工乳房等）

5 横浜市 平成28年４月 〇 10,000円 － － －

6 川崎市 － － － － － －

7 相模原市 令和３年４月 〇 30,000円 － － －

25,000円 補正下着・パッド

50,000円 人工乳房・人工乳頭

30,000円 補正下着

100,000円 人工乳房

20,000円 補正下着・パッド

100,000円 人工乳房

20,000円 補正下着・パッド等

40,000円 上記に人工乳房が含まれる場合

12 京都市 － － － － － －

30,000円 補正下着・パッド

50,000円 人工乳房

14 堺市 － － － － － －

10,000円 補正下着

50,000円 人工乳房・人工乳頭

16 岡山市 令和５年４月 〇 30,000円 〇 30,000円
補正下着・補正パッド
人工乳房

17 広島市 － － － － － －

10,000円 補正用シリコンパッド

20,000円 人工乳房
〇20 熊本市 令和６年４月 〇 20,000円

〇4 千葉市 令和３年９月 〇 50,000円

〇

〇

20,000円 〇

11

助成の実施状況

その他助成

政令市ウィッグ等助成実施状況

政令市名 開始日
頭髪に関するもの
（ウィッグ等）

〇

8 新潟市 令和５年７月 〇 25,000円

9 静岡市 令和元年11月 〇 30,000円

10 浜松市 令和２年４月 〇

名古屋市 平成31年４月 〇 30,000円

〇

13 大阪市 令和５年４月 〇 30,000円 〇

15 神戸市 令和３年４月 〇 50,000円

10,000円
補正下着、パッド、
エピテーゼ等

19 福岡市 令和４年４月 〇 20,000円 〇 10,000円
補正下着、パッド、
エピテーゼ等

18 北九州市 令和３年12月 〇 20,000円 〇

-3-


